


「
お
い
し
く
豊
富
な
水
」
は
、

食
品
や
飲
料
の
製
造
、
電
子
部
品

の
製
造
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
」
は
、
製

品
の
搬
送
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
や
大
学
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、優
秀
な
「
人
材
の
確
保
」

が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
千
歳
に
は
企
業

に
と
っ
て
魅
力
と
な
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
み
る
企

業
、
日
常
よ
く
使
う
製
品
を
作
っ

て
い
る
企
業
、
よ
く
口
に
す
る
商

品
を
作
っ
て
い
る
企
業
な
ど
、
千

歳
に
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
が
立

地
し
て
い
ま
す
。

千
歳
の
ま
ち
の
魅
力
を
市
に
か

か
わ
る
「
み
ん
な
」
で
共
有
し
て
、

ま
ち
の
特
性
・
優
位
性
な
ど
の
す

ば
ら
し
さ
を
、
身
近
な
親
族
を
は

じ
め
、
知
人
や
友
人
、
全
国
の
企

業
の
方
々
な
ど
に
紹
介
し
て
い
た

だ
く
と
、
企
業
の
立
地
や
居
住
地

と
し
て
、
千
歳
を
選
ぶ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
就
業
先
の
創
出

や
拡
大
、
人
口
の
増
加
な
ど
、
ま

ち
の
活
気
や
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
考
え
方
で
す
。

現
在
、
千
歳
の
人
口
は
約

９
万
５
千
人
、
年
間
の
異
動
者
は

約
６
千
人
で
す
。

千
歳
は
、
昼
間
人
口
の
割
合

が
、
約
１
０
４
．
７
％
と
夜
間
人

口
よ
り
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
方

が
就
業
な
ど
の
た
め
、
千
歳
に
来

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
も
含
め

て
、
千
歳
市
民
や
千
歳
の
魅
力
を

知
っ
て
い
る
全
国
各
地
に
異
動
し

た
千
歳
市
民
の
Ｏ
Ｂ
、
あ
わ
せ
て

「
10
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
で

売
り
込
む
千
歳
の
ま
ち
。

こ
れ
ま
で
も
、
千
歳
の
魅
力
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
第

３
弾
と
し
て
、前
回
に
引
き
続
き
、

市
が
設
置
し
た
公
設
民
営
の
大

学
、「
千
歳
科
学
技
術
大
学
」
を

中
心
と
し
た
産
学
官
の
連
携
事
業

や
、
こ
れ
ま
で
企
業
立
地
な
ど
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
、

「
千
歳
市
土
地
開
発
公
社
」
の
解

散
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
製
造
に
欠
かス

に
す大秀

ま
す
。

ク
セ

送
に

や
大

優
秀

ま
す

こ
の
よ
の

「
ア
ク

品
の
搬
送

高
校

よ
っ
て
、

が
で
き
ま

特集
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市
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協
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ま
ち
づ
く
り
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光
技
術
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
産

学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
を
推

進
し
、
新
技
術
・
新
製
品
を
創
出

し
よ
う
と
す
る
、
ホ
ト
ニ
ク
ス
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

千
歳
科
学
技
術
大
学
を
中
心
と

し
た
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開

発
は
、
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
可
能
性
は
、
今
後
も
大
き
く

広
が
り
ま
す
。

前
回
は
、
ホ
ト
ニ
ク
ス
ワ
ー
ル

ド
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
科
学
技
術

大
学
の
ほ
か
、
最
先
端
技
術
の
一

つ
と
し
て
、
世
界
で
も
数
少
な
い
、

注
文
に
応
じ
た
特
殊
な
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
開
発
を
紹
介
し
ま
し
た
。

現
在
、
光
技
術
は
、
通
信
だ
け

で
は
な
く
、
医
療
、
環
境
、
計
測
、

食
品
加
工
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
科
学
技
術
大
学
で
行

わ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

や
活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
最
先
端
の
研
究

設
備
を
有
す
る
全
国
の
大
学
、
研
究

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
設
備
の
共

有
体
制
を
構
築
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
研
究
の
発
展
を
目
的
と
し

た
文
部
科
学
省
に
よ
る
事
業
で
す
。

全
国
25
の
大
学
、
研
究
機
関
が

事
業
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
う
ち
道
内
で
は
、
科
学
技
術
大

学
と
北
海
道
大
学
だ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
色
を
使
い
分
け
で
き

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
か
な
り
の
優
れ
も

の
な
の
で
、
光
と
味
の
関
係
も
研

究
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

低
消
費
電
力
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
も
栽

培
に
は
大
量
の
電
力
を
必
要
と
す

る
た
め
、
費
用
も
か
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

で
電
力
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の

研
究
も
行
っ
て
お
り
、
企
業
と
の

共
同
研
究
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
片

面
で
光
を
受
け
ま
す
が
、
両
面
受

光
型
で
雪
の
反
射
も
利
用
で
き
な

い
か
、
現
在
、
地
面
に
垂
直
に
立

て
る
設
備
で
実
験
中
で
す
。

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
よ
り
良
い
研
究
成
果
を
創

り
出
そ
う
と
い
う
夢
を
持
っ
て
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

吉
田
研
究
室
で
は
、
植
物
栽
培

の
未
来
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い

ま
す
。

人
工
的
な
光
で
食
糧
と
な
る
植

物
の
栽
培
が
で
き
れ
ば
、
ビ
ル
の

中
で
も
栽
培
が
可
能
に
な
り
、
北

海
道
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷
地
で
も
、

天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
ず
、
日

本
の
食
糧
自
給
率
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

現
在
の
植
物
栽
培
工
場
は
、
ハ
ロ

ゲ
ン
ラ
ン
プ
や
蛍
光
灯
が
主
流
で
す

が
、
吉
田
研
究
室
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
栽

培
す
る
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
照
射
す
る
光
の
色
に
よ
り
、

植
物
に
含
ま
れ
る
栄
養
成
分
の
量

が
増
え
る
と
い
う
手
が
か
り
も
得

科
学
技
術
大
学
は
、
大
学
の
持

つ
最
先
端
の
研
究
設
備
の
利
用
機

会
を
企
業
な
ど
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
高
度
な
技
術
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
の

創
製
や
計
測
・
評
価
、
研
究
・
技

術
・
製
品
開
発
を
支
援
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
学
が
持

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
品
質
向

上
や
新
技
術
開
発
な
ど
、
幅
広
い

事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、
市
内

外
の
企
業
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
研

究
・
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

  

テ
ー
マ
は

テ
ー
マ
は

  「
光
技
術
」

「
光
技
術
」

そ
の
２

そ
の
２

野
菜
を
育
て
る

〜
吉
田
研
究
室
〜

光
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産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発

産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発

（
千
歳
科
学
技
術
大
学
の
研
究
活
動
）
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木
村
研
究
室
で
は
、
赤
外
線
を

駆
使
し
た
分
析
方
法
で
骨
の
解
析

を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
腎
臓
の
解
析
も
大

き
な
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

木
村
教
授
は
、
研
究
生
活
の
ほ
と

ん
ど
を
材
料
分
析
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
当
初
は
骨
を
材
料
と
し
て

扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
か

ら
体
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
骨
と
深
い
関
連
が

あ
る
腎
臓
の
研
究
も
合
わ
せ
て
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

骨
の
病
気
で
は
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
、

女
性
に
多
い
病
気
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
喫
煙
経
験
の
有
無
、
あ
る

い
は
70
歳
以
上
で
あ
れ
ば
男
女
問

わ
ず
骨
粗
鬆
症
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
骨
強
度
が

低
下
し
、
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
、
生
活
の
質
が
低
下
し
ま
す
。

現
在
は
、
薬
な
ど
で
骨
強
度
の
低

下
を
軽
減
で
き
ま
す
が
、
骨
粗
鬆

症
の
病
態
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
く

あ
り
ま
す
。
特
に
、
糖
尿
病
や
慢

性
腎
臓
病
な
ど
が
原
因
で
発
生
し

た
骨
粗
鬆
症
は
、
複
雑
な
要
素
が

絡
み
合
っ
て
治
療
を
困
難
に
さ
せ

て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
患
者
さ
ん
が
非
常
に
多
く
、

世
界
の
透
析
患
者
数
の
約
６
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。

腎
臓
は
、
大
変
複
雑
な
臓
器
で

す
。
再
生
が
困
難
で
、
病
気
の
早

期
発
見
、
新
規
治
療
薬
を
開
発
す

る
た
め
に
も
、
骨
や
腎
臓
の
病
態

を
分
析
・
解
析
す
る
新
規
手
法
を

確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

骨
は
、
主
に
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
ヒ

ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
で
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
組
成
バ
ラ
ン
ス
に

は
腎
機
能
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
腎
機

能
に
関
す
る
研
究
は
、
骨
の
病
態

の
解
明
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

目
下
、
念
頭
に
あ
る
の
は
、
透

析
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
、
腎
臓
病

の
病
態
の
分
析
・
解
析
手
法
を
確

立
す
る
こ
と
が
一
番
の
目
標
で
す
。

こ
の
病
気
に
よ
っ
て
組
織
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
明
ら
か

に
し
、
早
い
段
階
で
腎
臓
病
に
気

付
け
る
よ
う
に
定
義
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
心
臓
、
肝
臓
や
脳
な

ど
の
ほ
か
、
臓
器
の
研
究
に
も
取

り
組
み
、
最
終
的
に
は
、
か
ら
だ

全
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
村
教
授
が
提
案
し
て
い
る
赤

外
分
光
法
は
、
骨
や
薬
の
ほ
か
に

も
食
品
分
析
な
ど
に
応
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
駒
里
に
あ
る
、「
株

式
会
社
さ
く
ら
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、

養
鶏
飼
料
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク

質
分
析
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

病
気
を
見
つ
け
る

〜
木
村
研
究
室
〜
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科
学
技
術
大
学
で
は
、
学
生
の
ほ

か
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
対
象
に
し

た
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

本
年
５
月
23
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
期
間
、
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
三み

た
に
ま
さ
の
ぶ

谷
正
信

教
授
が
、「
創
ろ
う
、
使
お
う
、
モ

バ
イ
ル
ア
プ
リ
」
を
テ
ー
マ
に
、

モ
バ
イ
ル
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
作
成
と
、「
情
報
と
デ
ザ
イ
ン
」

に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
６
回
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
電
話
帳
や
日
記

な
ど
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、

科
学
技
術
大
学
で
は
、
市
教
育

委
員
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
教

職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
51

人
（
２
年
生
〜
４
年
生
）
を
、
本

年
８
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
期

間
、
市
内
の
10
小
学
校
、
３
中
学

校
に
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

各
校
３
日
か
ら
５
日
間
程
度
、
派

遣
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昨
年
12
月
か
ら

本
年
１
月
に
か
け
て
試
行
と
し
て

実
施
し
た
と
き
、
児
童
生
徒
お
よ

び
現
場
の
先
生
方
か
ら
大
変
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
が
初
め

て
の
本
格
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
、
学
生
は
実
際
に
教
室

に
入
り
、
児
童
生
徒
に
夏
休
み
の

宿
題
の
解
き
方
な
ど
を
教
え
た
り
、

理
科
実
験
の
お
手
伝
い
を
す
る
な

ど
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

現
場
で
指
導
経
験
を
積
む
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
将
来
、
教
員
を
目

指
す
学
生
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
内

で
は
、
教
職
科
目
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
大
学
で
は
、
今
後
も

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

オープンセミナーの様子

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
３

な
ど

３

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
用
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
科
学
技
術
大
学
の
特
色
あ

る
教
育
研
究
の
内
容
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
た
め
に
、
公
開
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
も
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

に
お
よ
ん
で
お
り
、
本
年
は
、
こ
れ

ま
で
３
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
市
内
の
ほ
か
、
近
隣
の
市

町
村
な
ど
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

公開講座の様子

学習ボランティアの様子

｢10 万人のセールスマン ｣で売り込む千歳のまち



千
歳
市
土
地
開
発
公
社
は
、

平
成
26
年
３
月
31
日
で
解
散
し
ま
す
。

千
歳
市
土
地
開
発
公
社
は
、
昭

和
47
年
に
市
が
設
立
し
て
以
来
、

公
共
施
設
用
地
の
先
行
取
得
や
住

宅
団
地
・
工
業
団
地
の
造
成
販
売

な
ど
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
急
激
に
地
価
が

高
騰
す
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
、

新
た
に
大
規
模
な
公
共
施
設
用
地

を
確
保
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
、
新
た
な
住
宅
団
地
や

工
業
団
地
を
開
発
す
る
予
定
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
社
を
設
立

し
た
と
き
の
目
的
が
、
一
定
程
度
、

達
成
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
は
、
公
社
を
解
散
す
る
と
き

な
ど
に
必
要
な
費
用
に
市
債
（
市

の
借
入
金
）
を
充
当
で
き
る
国
の

特
例
制
度
、「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改

革
推
進
債
」
を
活
用
し
て
公
社
の

借
入
金
を
整
理
し
、
当
初
、
平
成

28
年
度
に
予
定
し
て
い
た
解
散
時

期
を
３
年
間
早
め
て
、
平
成
26
年

３
月
末
に
解
散
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
社
の
借
入

金
、
53
億
円
を
市
が
借
り
入
れ
し
、

20
年
か
け
て
償
還
し
ま
す
。
毎
年

の
償
還
金
に
は
、
公
社
か
ら
引
き

継
い
だ
土
地
の
売
却
収
入
を
充
当

す
る
こ
と
や
決
算
剰
余
金
な
ど
の

活
用
も
考
え
て
お
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
な
い
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
公
社
は
、
市
が
行
う

事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
事

前
に
病
院
や
学
校
、
市
営
住
宅
、

公
園
な
ど
の
施
設
用
地
を
取
得
す

る
、
先
行
取
得
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
公
社
の
独
自
事
業
と
し

て
、「
職
住
近
接
型
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
る
泉
沢
向
陽
台
住
宅
地
と

臨
空
工
業
団
地
や
、「
空
・
陸
・
海

の
交
通
要
衝
」
の
機
能
を
生
か
し
た

流
通
業
務
団
地
、「
学
術
・
研
究
・

生
産
」
の
多
機
能
を
持
つ
美
々
ワ
ー

ル
ド
の
造
成
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

市
と
一
体
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

や
産
業
発
展
の
一
翼
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
泉
沢
向
陽
台
住
宅

地
は
、
人
口
約
１
万
人
の
受
け
皿
と

な
り
、
平
成
11
年
に
は
、「
自
然
環

境
と
調
和
し
た
優
良
な
住
宅
団
地
」

と
し
て
建
設
大
臣
賞
（
現
在
は
、
国

土
交
通
大
臣
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

公
社
が
造
成
か
ら
販
売
を
手
が

け
た
工
業
団
地
は
、
平
成
25
年

７
月
現
在
で
、
市
内
立
地
企
業

２
５
０
社
の
う
ち
約
１
０
０
社
が

操
業
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
数
も

約
５
，
０
０
０
人
と
な
り
、
税
収

や
雇
用
増
な
ど
、
市
の
財
政
や
地

域
の
経
済
に
多
大
な
効
果
を
も
た

ら
し
、
ま
ち
の
活
力
の
創
出
と
と

も
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

解
散
の
背
景

果
た
し
て
き
た
役
割

業
務
の
引
き
継
ぎ

公
社
が
解
散
し
た
あ
と
は
、
市

の
産
業
振
興
部
産
業
支
援
室
開
発

振
興
課
が
公
社
か
ら
業
務
を
引
き

継
ぎ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
開
発
振
興
課
の
職

員
は
、
泉
沢
向
陽
台
に
あ
る
文
京

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
販
売
を
担
当
し

て
お
り
、
公
社
の
職
員
と
身
分
を
兼

務
し
て
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
分
譲
総
額
、
約

１
７
０
億
円
の
泉
沢
向
陽
台
の
住

宅
地
を
は
じ
め
、
市
内
工
業
団
地

の
分
譲
地
の
販
売
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
既
契
約
者
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

向
陽
台
の
住
宅
地
や
工
業
団
地
の
分
譲
は
、  
 

市
が
引
き
継
い
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

｢10 万人のセールスマン ｣で売り込む千歳のまち



今
回
は
、
地
域
の
大
学
で
あ
る

「
千
歳
科
学
技
術
大
学
」
の
研
究
内

容
や
地
域
活
動
な
ど
の
ほ
か
、「
千

歳
市
土
地
開
発
公
社
」
の
解
散
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

活
力
あ
る
千
歳
を
創
造
す
る
た

め
に
、「
千
歳
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」

で
あ
る
皆
さ
ん
と
千
歳
の
魅
力
を

共
有
し
、
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

�

「
10
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」

で
売
り
込
む
千
歳
の
ま
ち

｢10 万人のセールスマン ｣で売り込む千歳のまち
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■
朝
夕
、
涼
し
く
な
り
、
秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
さ
て
、
上
の
写
真
は
、
泉
沢

自
然
の
森
に
架
か
る
「
向こ

う
り
ん
ば
し
泉
沢
泉臨橋

」

で
す
。
土
地
開
発
公
社
が
、
平
成

７
年
に
設
置
し
た
も
の
で
、
長
さ

２
０
４
ｍ
、
一
番
高
い
と
こ
ろ
は

２
３
ｍ
、
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
、

高
い
！
と
感
じ
ま
す
。

■
秋
は
、
や
は
り
秋
刀
魚
で
す
。

先
月
号
で
○
○
○
が
大
好
き
と

書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
正
体
は
、

秋
刀
魚
で
す
。
今
年
の
秋
刀
魚

は
、
値
段
が
高
い
そ
う
で
、
わ

が
家
で
の
登
場
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
９
月
の
１

か
月
間
で
、
私
は
秋
刀
魚
を
５

匹
食
べ
ま
し
た
。

�

�




